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第 27 回 幹事会 議事録 

日 時：令和 2 年（2020 年）6 月 9 日（火）16 時 00 分～17 時 55 分 

会 場：Zoom（TV 会議） 

参加者（10 名）：立花、高橋、細倉、福田、伊東、大串、山田、小倉、岸田、野島 

（欠席：大久保）                【本文中：敬称略】 

◆主要議題：幹事会の運営方法、相談業務体制、相談対応事例、宅地防災部と委員会活動状況 

 担当者：議事進行・山田、議事録・岸田 

 

【確認事項】 

1.  第 26 回幹事会議事録（案）                    〔資料 27-1 参照〕 

 ○作成者山田が記載内容を説明。⇒承認。「議事次第（案）」を「議事録」に、「参加予定」 

を「参加者」とする。 

【報告事項】 

1. 判定士会の動向                          

1）本部幹事会（5/25）報告                                         〔資料 27-2 参照〕 

・規約改定、宅地防災部の発足、財務状況・経理処理、各委員会計画、支部年度計画ほか 

・定時総会：6/22 

・JGS 京都（7/21～7/23）：中止 ⇒DS オンライン開催計画 

○本部幹事会出席者を代表して、立花が神奈川支部に関連する部分を中心に①～⑤を説明。 

①本部技術委員会は、他を兼務している高橋から岸田に差替え。 

 ②地盤工学会の研究発表会を中止するが、DS を行う予定があるようであるが、学会本部

からの正式な連絡がなく、幹事会として余り乗り気ではない雰囲気であった。 

 ③神奈川支部で 3 名の新幹事（伊東、大串、岸田）が加入したことを報告。  

④2019 年度登録者数が 1,066 名になった。都道府県別の判定士数も更新。神奈川：66 名。 

                         

2. 神奈川支部関連 

・地盤品質判定士通信 No.141 号（2020/5/14）2020 年度神奈川支部総会開催報告（4/25   

 に支部総会を Web 上で実施） 

                                                                  〔資料 27-3参照〕 

○立花、細倉が補足説明。相模原市、横浜市、川崎市、神奈川県との連携状況について。 

 ・新規相談対応事例の概要 口頭報告 

 ○立花が説明。3 月下旬に川崎市麻生区の宅地防災の案件で依頼が入り、立花が対応中。隣 

地調査、意見書作成の可能性あり。（山田）技術委員会を運営するため情報の迅速な伝達

開示を！⇒立花：了解 

・総務委員会 口頭報告 

○福田が説明。検討項目に記載。 

・技術委員会 第 1 回技術委員会（2020/5/14） 口頭報告 
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○山田が説明。検討項目に記載。 

 

【検討事項】 

1. 幹事会の運営方法                         〔資料 27-4 参照〕 

○細倉が資料「幹事会の運営について」を用いて説明。①幹事会の開催予定日、開催時刻、

Zoom の活用を確認 ⇒ 協議会事務局で Zoom の利用契約をしたので、支部でも活用する。

②会議の準備としての議事次第、資料準備、議事録作成等を輪番制とする。補足コメント：

（細倉；山田）開催日の 1 週間前にアナウンス、前週金曜日資料提出、前日朝、全体の資

料を幹事に送付。以上の手続きを資料 27－4 に追記する。）③Zoom 会議時のルール、マ

ナーを確認。④輪番表：委員長の山田、福田も輪番に参加。 

 

2. 相談業務の対応体制                       〔資料 27-5 参照〕 

○山田が説明。市民に対する相談のフローができたので、実行しながら改善を図る。 

コメント：（立花）費用関係の取り扱いについては本部と調整がほぼできたので、加筆し

たい。（細倉）フローの各段階で事務局が関与する形になっているが、実際上は対応が難

しい。⇒事務局の意見を踏まえて、実施しながら修正することを、関係者が確認。 

 

3. 宅地防災部（逗子部会を含む）の活動状況と支部の対応       〔資料 27-8 参照〕 

○立花が説明。幹事会に宅地防災部の新設（利籐幹事長が部長兼務）。神奈川支部からは高

橋、山田が参加。コメント：（高橋）逗子部会に関する動きはない。（伊東）比較的流動的

に活動する予定。 

 

4. 委員会の活動状況 

・総務委員会 福田幹事 口頭報告 

○福田が説明。コロナ自粛していた行政訪問を、川崎市から再開したい。 

コメント：（立花）相模原市に 6/26(金)アポ、細倉が同行。⇒支部長に福田も同行する予定。 

補足説明：（細倉）行政訪問に使える様に改訂版（判定士会の一般社団法人化） を作成中。 

 

・技術委員会 山田幹事                     〔資料 27-6-1 参照〕

○山田が説明。①7/30、研修会を開催で準備を進めている（担当：山田）。コロナ対策とし  

て、定員の倍のスペースを確保。G-CPD 付与。②8/19or8/24、相談員研修会を開催で準備

を進めている（担当：小倉）。支部相談員として必須な研修会であること確認。③外部の

一般市民が参加するセミナー（10/15～計５回）NPO と共催する準備を進めている（担当：

岸田）。④12 月交流会の開催を計画中（担当：野島）。⑤本部、他支部と相談員研修会に

関して打合せ予定。⑥3 年程度の中期計画としてハンドブック作成に着手予定。 

⇒講習会、研修会での受講費、参加費徴収について検討：（伊東）テレビ会議システムを

賜与する場合にトラブルが生じる可能性があるので、本部では受講費、参加費の徴収を控

えるべきだとの意見がある。（高橋）研修会の参加費を徴収するか否かの前に、年会費を

徴収すればよい。 
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⇒⇒（立花、大串、岸田）リスクのある行事を実施することは、本部で難しいのであれば、

支部でこそ取組むべきであり、財政状況から勘案しても受講費・参加費を徴収するべきで

ある。【支部幹事会の方向性とすることが承認された。】 

  

5. 経理処理について（会計担当：細倉幹事）                 〔資料 27-7 参照〕 

 ○細倉が本部菱沼幹事から送られて来た資料に基づき支部対応部分を加筆整理して説明。①

判定士会の財布は支部会計も含めて本部で一括管理（相談料、受講費、参加費など）。②

支部の対応について補足。③未だ調整中の部分もあり、菱沼・村岡・立花・細倉で相談・

協議して、支部から提案する形で本部からの回答を得る。 

 

6. その他 

 ○現地調査、意見書作成の見積り書式案を立花が説明。〔資料 27-6-2 参照〕コメント：（山

田）研修会で見積り案を示す予定があるか。（立花）研修会で提示するつもりである。 

  ⇒見積り書の発行人は支部長とし、見積り書に担当者の名前を記入することを原則とする

ことを了解。 

 ○支部のメーリングリストに支部経理を担当してくれている村岡さんの名前を加えること

を、細倉から提案。⇒承認。 

 

＜資料＞資料 27-1：第 26 回幹事会議事録（案） 

資料 27-2：本部幹事会(5/25 開催）資料 

資料 27-3：地盤品質判定士通信 No.141 号（2020/5/14）2020 年度神奈川支部総会開

催報告 

資料 27-4：幹事会の運営について 

資料 27-5：相談業務対応体制と対応フロー 

資料 27-6-1：技術委員会 第 1 回、第 2 回研修会計画 

資料 27-6-2：見積書_書式例_現地踏査、意見書 

資料 27-7：本部会計及び支部会計の処理方法について 

    資料 27-8：部（宅地防災部）の職掌と運営計画（案） 

 

※次回幹事会：8/4(火)、社会福祉センターまたは Zoom 

以上 岸田 原案 記 

(20200612) 

立花 修正案 記 

(20200613a) 

山田 修正案 記 

(20200613b) 


